
■
萩
組
門
信
徒
の
つ
ど
い
■

前
門
様
の
萩
組
ご
巡
教
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
い
る「
萩
組
門
信
徒

の
集
い（
旧
、
記
念
法
座
）
」
が
、
今
年
の
三
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
、

令
和
八
年
の
光
山
寺
前
期
行
事
予
定
の
一
覧
で
す
。

少
し
趣
向
を
変
更
し
て
漫
才
法
要
に
よ
る
お
取
り
次
ぎ
と
な
り
ま
す
。

万
障
繰
り
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
伝
道
部
と
し
て
布
教
を
目
指
し
て
い
る
蓮
正
寺
若
院
さ
ん
も

★
萩
組
・
光
山
寺
法
要
関
連

前
座
と
し
て
漫
才
法
話
で
出
講
さ
れ
ま
す
。
蓮
正
寺
若
院
さ
ん
は
、
昨

一
月

七
日
（
水
曜
）
午
前
十
一
時

最
勝
講
（
玉
江
地
区
）

山
口
別
院
は
、浄
土
真
宗
の
み
教
え
を
県
内
外
に
向
け
て
広
く
発

年
の
大
阪
万
博
会
場
で
も
法
話
さ
れ
て
い
ま
す
。ど
う
ぞ
、
皆
様
お
誘
い

一
月
二
〇
日
（
火
曜
）
午
後
七
時

萩
組
連
続
研
修
⑪
（
真
覚
寺
）

信
す
る
拠
点
と
な
る
べ
く
一
九
八
五（
昭
和
六
十
）
年
に
設
立
さ
れ

合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

二
月

一
日
（
日
曜
）
午
後
三
時

門
徒
推
進
員
連
絡
協
議
会
（
明
円
寺
）

ま
し
た
。
設
立
ま
で
の
経
緯
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
山
口
教
区
教
務
【
日

時
】

二
〇
二
六
（
令
和
八
）
年
三
月
八
日（
日
）午
後
一
時
半

五
月
一
日
・
二
日
（
金
・
土
曜
）

春
季
永
代
経
法
要
（
中
山
和
泉
師
）

所
が
併
設
さ
れ
て
い
た
本
願
寺
山
口
会
館
が
老
朽
化
と
都
市
計
画
【
会

場
】

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

六
月
八
～
一
〇
日
（
土
～
月
曜
）

山
口
別
院
永
代
経
法
要

事
業
に
よ
り
移
転
す
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
同
時
期
に
岩
国
教
堂
、【
講

師
】

ガ
タ
ピ
シ
フ
ラ
ワ
ー
ズ（
漫
才
法
話
）
※
前
座
、
蓮
正
寺
若
院

※
八
日
萩
組
参
拝
日

萩
別
院
が
焼
失
す
る
不
慮
の
難
が
重
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
一
教
【
参
加
費
】

喜
捨

★
子
供
会
（
日
曜
学
校
）

関
連

午
前
九
時
よ
り
開
催

区
一
別
院
一
崇
敬
区
域
を
め
ざ
し
、県
内
外
の
有
縁
の
方
々
の
叡
智

■
離
郷
門
徒
の
つ
ど
い
・
ふ
る
さ
と
の
会
■

休
止
中

と
ご
懇
念
を
結
集
し
、一
九
八
五
（
昭
和
六
十
）年
に
新
た
に
現
在
の

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
（
西
本
願

★
総
代
会
・
仏
教
壮
年
会

関
連

小
郡
の
地
に
山
口
別
院
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

寺
）で
は
全
国
各
地
の
人
口
集
中
都

三
月
未
定
日
（
土
曜
）
午
前
九
時

山
口
教
区
仏
教
壮
年
大
会
（
別
院
）

爾
来
、山
口
別
院
は
山
口
教
区
教
務
所
を
併
設
し
、山
口
県
の
ご

市
へ
移
り
住
ま
れ
て
い
る
門
信
徒
や
寺

三
月
未
定
日
（

曜
）
午
後
二
時

光
山
寺
総
代
会
役
員
会

法
義
興
隆
に
資
す
る
た
め
の
伝
道
教
化
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
担
っ
て

族
、次
世
代
の
方
々
へ
み
教
え
を
伝
え

三
月

八
日
（
日
曜
）
午
後
七
時

光
山
寺
仏
教
壮
年
会
役
員
会

き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
一
九
九
三（
平
成
五
）年
の
境
内
地
拡
充
事
業

て
い
く
た
め
、
都
市
部
直
轄
・
直
属
寺

五
月

下
旬
（
日
曜
）
午
後
七
時

光
山
寺
仏
教
壮
年
会
総
会

を
は
じ
め
、二
〇
〇
五（
平
成
十
七
）
年
に
は
別
院
設
立
二
十
周
年
を

院
等
を
会
場
と
す
る
集
い(

離
郷
門

★
仏
教
婦
人
会

関
連

機
縁
と
し
て
、
内
陣
の
彩
色
や
大
会
議
室
の
増
設
等
、
別
院
及
び
総

信
徒
の
つ
ど
い)

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

二
月
下
旬
・
四
月
中
旬

光
山
寺
仏
教
婦
人
会
常
任
委
員
会
・
全
役
員
会

合
教
化
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
強
化
を
図
る
た
め
に
、
諸
設
備
の

こ
の
度
、山
口
教
区
主
催
に
よ
り
築
地
本
願
寺
に
て
標
記
集
い
を
開
催
い
た

五
月
一
七
日
（
日
曜
）
予
定

午
前
九
時
半

光
山
寺
初
参
式

充
実
が
は
か
ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

し
ま
す
。ふ
る
さ
と
や
お
寺
を
離
れ
て
暮
ら
す
皆
様
と
、
共
々
に
お
念
仏
申
す

★
親
鸞
聖
人
讃
仰
会
（
登
録
制
・
要
年
会
費
二
千
円
）

二
〇
二
五
（
令
和
七
）
年
に
は
、
別
院
設
立
か
ら
四
十
周
年
を
迎

機
縁
と
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

四
月
二
〇
日
（
月
曜
、
午
後
七
時
半
）、
六
月
二
二
日
（
月
曜
）

え
、そ
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
記
念
法
要
お
よ
び
記
念
事
業
を
計
画
【
期

日
】

二
〇
二
六(

令
和
八)

年
二
月
十
四
日(

土)

以
降
、
隔
月
原
則
第
三
月
曜
日
、
午
後
七
時
半
庫
裡
に
て
開
催
。

い
た
し
ま
し
た
。
昨
年
は
、ま
ず
別
院
内
のLE

D

照
明
器
具
改
修
工
事
【
会

場
】

築
地
本
願
寺

第
一
伝
道
会
館
一
階

振
風
道
場

十
月
ま
で
四
回
開
催
。

を
行
い
、特
別
会
計
護
持
振
興
費
に
て
対
応
し
、
す
で
に
完
了
い
た
し
【
講

師
】

中
村
隆
教

氏(

岩
国
組

宗
清
寺)

★
お
経
の
練
習
会
（
旧
、
正
信
偈
唱
和
会
、
一
般
参
加
可
・
無
料
）

て
お
り
ま
す
。
二
〇
二
六
（
令
和
八
）
年
に
は
、今
日
ま
で
ご
法
義
繁
【
参

加

費
】

五
千
円

五
月

九
日
（
土
曜
）
午
後
七
時
半

光
山
寺
本
堂

盛
・
別
院
護
持
発
展
の
た
め
ご
尽
力
頂
い
た
す
べ
て
の
方
々
と
、こ
れ

■
電
話
番
号
・
住
所
ご
連
絡
の
お
願
い
■

六
月
一
三
日
（
土
曜
）
午
後
七
時
半

光
山
寺
本
堂

か
ら
の
教
団
を
担
っ
て
い
く
次
世
代
の
皆
様
と
共
に
記
念
法
要
を
勤

近
年
、
固
定
電
話
を
廃
止
さ
れ
る
ご
門
徒
の
方
が
増
え
て
参
り
ま
し
た
。こ

七
月
一
一
日
（
土
曜
）
午
後
七
時
半

光
山
寺
本
堂

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、二
〇
二
七
（
令
和
の
為
に
、御
取
越
や
お
紐
解
き
な
ど
の
諸
連
絡
が
つ
か
な
い
こ
と
が
多
く
な
り
ま

以
後
、
毎
月
第
二
土
曜
の
予
定
。
午
後
七
時
半
開
催
。
十
月
ま
で
六
回
。

お

と
り
こ
し

ひ

も

と

九
）年
に
は
、イ
ン
ド
仏
跡
参
拝
研
修
旅
行
を
計
画
し

し
た
。固
定
電
話
等
を
廃
止
さ
れ
た
場
合
に
は
、光
山
寺
に
一
報
を
賜
れ
ば
幸

★
雅
楽
練
習
会
（
日
曜
午
後
七
時
半
、
不
定
期
開
催
）

て
お
り
ま
す
。

い
で
す
。ま
た
、
納
骨
堂
（
納
骨
壇
・
位
牌
壇
）
所
有
者
の
中
で
、県
外
等
で
引
っ

一
月
一
八
日
（
日
）・
三
月
一
五
日
（
日
）

記
念
法
要・
永
年
勤
続
表
彰
…
二
〇
二
六
年
六
月
八
日
～
十
日

越
し
を
さ
れ
た
場
合
に
も
住
所
変
更
等
が
必
要
で
す
。お
寺
か
ら
の
お
知
ら

★
ヨ
ガ
教
室
〈
有
料
〉（
ヨ
ガ
体
験
あ
り

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

イ
ン
ド
仏
跡
参
拝
研
修
旅
行
…
二
〇
二
七
年
一
月

せ
、会
計
報
告
な
ど
の
郵
便
物
が
不
配
の
お
宅
が
増
え
て
お
り
ま
す
。お
手
数

月
三
回
土
曜
日
午
後
四
時
四
十
分
よ
り
開
催
中
。

な
が
ら
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

※
コ
ー
ラ
ス
の
日
程
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

山
口
別
院
定
例
法
座
・
毎
月
五
日
午
後
一
時
半
（
一
月
は
十
時
半
）

萩
こ
こ
ろ
の
電
話
（
三
分
間
法
話
）
℡
２
５
～
７
７
１
０

西
本
願
寺
の
時
間
（
Ｋ
Ｒ
Ｙ
ラ
ジ
オ
）
毎
週
日
曜
日
午
前
六
時
か
ら
六
時
十
分
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《
仏
教
壮
年
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
》

■
親
鸞
聖
人
鑚
仰
会
会
員
募
集
！
■

《
各
種
情
報
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
す
》

仏
教
壮
年
会
（
会
長
、
尾
方
忠
久
）で
は
体
育
部
（
部

親
鸞
聖
人
の
み
教
え
を
鑚
仰
し
、
同
朋
と
し
て
の
親
睦
を
深
め
る
事

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
情
報
を
携
帯
電
話
か
ら
も
入
手
で
き
ま

長
、西
本
一
夫
）行
事
の
一
環
と
し
て
、
十
月
十
九
日（
日

を
目
的
と
し
た「
親
鸞
聖
人
鑚
仰
会
」
を
今
年
も
四
月
二
十
日
よ
り
ス

す
。各
種
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

曜
）に
白
水
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

タ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、
新
規
会
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
ご
門
徒
に
限
ら

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
二
十
名
で
、開
催
後
に

ず
、
年
齢
・
男
女
を
一
切
問
わ
ず
広
く
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
を
仰
ぐ
方

光
山
寺
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら
、
Ｐ
Ｃ
・
携
帯
の

は
庫
裡
に
て
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

々
の
集
ま
り
で
す
。
年
会
費
は
二
千
円
、
二
ヶ
月
に
一
回
の
開
催
で
す
。

両
方
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。G

oo
g
le

カ
レ
ン

三
年
前
よ
り
正
式
に
女
性
参
加
者
も
募
り
開
催
さ

本
年
度
も
、
真
宗
の
基
礎
教
学
を
梯
和
上
の
講
義
録
を
中
心
に
学
習

ダ
ー
に
予
定
を
追
加
で
き
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
。
優
勝
者
か
ら
三
位
ま
で
の
皆
さ
ん
に
は
光

し
ま
す
。『
浄
土
真
宗
聖
典
（
註
釈
版
）』が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、お
持

山
寺
よ
り
景
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
次
年
度
も
開
催

ち
で
な
い
方
は
当
日
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。原
則
偶
数
月
、月
曜
日
午
後

萩
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。

予
定
で
す
。
道
具
は
用
意
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
振
る
っ
て

八
時
開
催
と
な
り
ま
す
。
時
間
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
申
込
み

「
萩
組
だ
よ
り
」
な
ど
の
新
聞
情
報
が
確
認
で
き

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

に
つ
い
て
は
別
紙
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
す
。

《
仏
教
壮
年
会

研
修
会
・
忘
年
会
》

■
お
経
の
練
習
会

今
年
も
開
催
！
■

仏
教
壮
年
会
文
化
部
（
部
長
、
西
山
秀
伸
）
で
は
、

今
年
も「
勤
行
聖
典
」の
中
に
あ
る
お
経
を
中
心
と
し
た
、お
経
を
一

研
修
会
・
忘
年
会
を
十
二
月
二
十
日
（
土
）
午
後
五

緒
に
読
経
す
る
練
習
会
開
催
し
ま
す
。
表
面
の
予
定
の
よ
う
に
、五
月
九

山
口
別
院
の
各
種
情
報
が
入
手
で
き
ま
す
。

時
よ
り
光
山
寺
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

日
土
曜
日
（
午
後
八
時
か
ら
二
時
間
）か
ら
十
月
ま
で
の
毎
月
一
回
開

永
代
経
・
報
恩
講
な
ど
の
法
要
や
各
教
化
団
体
の

今
年
は
、
萩
警
察
署
生
活
安
全
課
の
十
川
晶
文
警

催
い
た
し
ま
す
。初
め
て
ご
参
加
の
方
も
ご
遠
慮
な
く
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

研
修
会
情
報
な
ど
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

部
補
に
よ
り
「
う
そ
電
話
詐
欺
被
害
防
止
に
つ
い
て
」

参
加
費
は
無
料
で
す
。

と
題
し
て
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。
近
年
の
う
そ
電

■
初
参
式
の
お
知
ら
せ
！
■

話
で
は
、
警
察
を
名
乗
る
詐
欺
が
も
っ
と
も
多
い
と

親
鸞
聖
人
の
誕
生
月
で
あ
る
五
月
に
は
毎

本
願
寺
（
西
本
願
寺
）
の
行
事
や
情
報
を
確
認

の
事
で
、
警
察
の
画
像
が
表
示
さ
れ
て
も
金
品
を
請

年
婦
人
会
主
催
に
よ
り
初
参
式
を
実
施
し

い
い
た
だ
け
ま
す
。

求
す
る
な
ど
の
事
は
な
い
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
注
意

て
い
ま
す
。
今
年
も
五
月
十
七
日
（
日
曜
日
）

を
す
る
よ
う
に
念
押
し
が
あ
っ
た
。
約
三
十
名
は
熱

予
定
・
午
前
九
時
半
よ
り
光
山
寺
に
て
開
催

心
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。
終
了
後
は
、
庫
裡
に
て
懇

さ
れ
ま
す
。生
後
一
年
く
ら
い
ま
で
の
お
子
さ

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
能
登
半
島
地
震

親
会
が
開
催
さ
れ
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
も
開
催
さ
れ
ま

ん
が
対
象
で
す
が
、コ
ロ
ナ
禍
で
受
式
で
き
な

支
援
セ
ン
タ
ー
（
特
設
ペ
ー
ジ
）

し
た
。

か
っ
た
お
子
様
も
受
け
付
け
ま
す
。
仏
の
子
と
し
て
育
つ
た
め
仏
教
の
ご

《
雅
楽
を
は
じ
め
ま
せ
ん
か
》

縁
に
初
め
て
あ
う
合
同
の
初
参
式
で
す
。参
加
希
望
の
方
は
お
子
さ
ん
の

光
山
寺
雅
楽
会
で
は
、
新
し
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。雅
楽
は
、
縦
笛
の
篳
篥（

お
名
前
・
生
年
月
日
等
を
光
山
寺
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ひ

ち
り

き

主
に
主
旋
律
）、
横
笛
の
龍
笛
、
笙
の
三
管
を
中
心

尚
、
当
日
参
加
で
き
な
い
方
は
個
別
の
初
参
式
や
自
宅
で
の
初
参
式

本
願
寺
の
社
会
福
祉
事
業
の
一
覧
サ
イ
ト
で
す
。

り
ゆ
う
て
き

し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
練
習
は
基
本
的
に
一
ヶ
月
に
一
回
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
で
、是
非
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

た
す
け
あ
い
募
金
な
ど
。

す
。
会
費
等
は
無
料
で
す
が
、
雅
楽
楽
器
の
購
入
代
金

■
成
人
式
を
お
寺
で
！
■

は
必
要
で
す
。プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
管
で
す
と
五
千
円
程
度

成
人
を
迎
え
た
こ
と
を
仏
さ
ま
に
奉
告
す
る
た
め
の
成
人
式
や
還
暦

で
す
。
先
ず
は
一
度
見
学
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。
三
月

式
な
ど
、
人
生
の
節
目
節
目
を
日
頃
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
と
一
緒
に

萩
市
仏
教
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
す
。

十
五
日
午
後
七
時
半
練
習
会
の
見
学
か
ら
ど
う
ぞ
。

仏
祖
に
奉
告
し
ま
せ
ん
か
。
お
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま

テ
レ
フ
ォ
ン
法
話
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

申
込
み
不
要
で
す
。

す
。
受
式
者
に
は
記
念
撮
影
写
真
を
本
堂
に
掲
示
い
た
し
ま
す
。

山
口
別
院
定
例
法
座
・
毎
月
五
日
午
後
一
時
半
（
一
月
は
十
時
半
）

萩
こ
こ
ろ
の
電
話
（
三
分
間
法
話
）
℡
２
５
～
７
７
１
０

西
本
願
寺
の
時
間
（
Ｋ
Ｒ
Ｙ
ラ
ジ
オ
）
毎
週
日
曜
日
午
前
六
時
か
ら
六
時
十
分

（第８７号） 光山寺新聞 ２０２６年（令和８年）１月１日（木曜日）


